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分析試験成績害
節409080112-001号
2009年(平成21年)0Ｍ2６１１

依頼者有限会社メイゲン

検体名日本山人参(ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ）
財I詞烹人

本食后

已
稗
極
競
霧

本部

支所

屋支所

支所

研究所

研究所

｢52瀞1ﾄﾞｯ

１号

5番13号

瀞12号

１１番１０月

3稀

〒１５１.

〒561.

〒４６０

〒812.

〒206.

〒066.

断

司誘11iiii 6丁目

2丁目

彩都研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目4番ｲ1号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

分析拭験項Ⅱ 結果 検出限界 注 方法

iiir腿加熱)|吃燥法水分

たんぱく質

4.79/lOOg

16.89/1009 ｹﾙﾀﾞｰﾙ法

脂質 酸分解法6.39/lOOg

直接灰化法灰分 IC､０９/1009

糖質 25.09/1００９ ２

食物繊維 酵素-亟熾法37.2日/１００９

ｴﾈﾙｷﾞｰ 298kcal／1009 ６

`1.51Hg/lOOg 原子吸光光座法ﾅﾄﾘｳﾑ

窺染･たんぱく質換算係数:6.25

栄錐表示zM;11m(平成15年厚生労働省告示第176号)によるi)Ｉ･算式:100-(水分+たんぱく質+脂質+灰分+食物繊維）

栄独表示蝉仏(平成15年厚生労llM1街告示第176号)によるｴﾈﾙｷﾞｰ換算係数:たんぱく質,４;脂質,9;ilIi質,４;食物繊維,２

以上

Ⅲ
仏
肌

注
注
注

本成績響を他に鍋戦するときは当センターの承認を受けて下さい。

舸率人日本貫品ﾗﾗﾗVﾃセフター

分析拭験項「］ 結果 検出限界 注 方法

水分

たんぱく質

脂質

灰分

糖質

食物繊維

ｴﾈﾙｷﾞｰ

ﾅﾄﾘｳﾑ

4.79/'009

16.89/1009

6.39/lOOg

lo､09/'009

25.09/1009

37.29/１００９

298kcal／1009

`1.511]g/1００９

iiir圧加熱)|も燥法

ｹﾙﾀﾞｰﾙ法

酸分解法

直接灰化法

酵素-工錨法

原子吸光光皮法



爺蕊$．
分析試験成績書

鯛409080112-002号
2009年(平成21年)O8H26u

依頼者有限会社メイゲン

検体名ﾛ本山人参(ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ）
,l5ipI暁82N

水食缶
￣■￣

日
鶏
競
辨
譲

ﾉー

灘震
木部

支所

凪支所

支所

研究所
研究所

Ｂ々木町52瀞l丹〒１５１

〒５６１

〒.160

〒812

〒206

〒066

1tmT3稀1弓

頁4丁目５番１３号

具服町］

116丁目

番12号

11謡10号Ⅸ
旧
諏
』 菰2丁目3番

彩都研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目.１番41号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

分析試験項Ｆ１ 結果 検出限界 方法注

ﾘン 380mg/IOOg lCP発光分析法

鉄 ICP発光分析法１２．９ｍｇ/1009

ｶﾙｼｳﾑ 959ｍｇ/lOOg ICP発光分析法

ICP発光分析法ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ １３３ｍｇ/]009

銅 ０．５３ｍｇ/1002 ICP発光分析法

ICP発光分析法亜鉛 ２．５５ｍｇ/1009

ICP発光分析法ﾏンガン ３．７７１１１９/1009

以

一
二

■
■
■
Ⅱ
■

本成績書を他に掲載するときは当センターの承腿を受けて下さい。

毘蘂人日本食品が斤セソター

分析試験項１旱１ 結果 検出限界 注 方法

リン

鉄

ｶﾙｼｳﾑ

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ

銅

亜鉛

ﾏﾝｶﾃﾝ

380Ing/'009

12.9ｍｇ/1009

959ｍｇ/lOOg

l33mg/]009

0.53ｍｇ/1009

2.55Ing/1009

3.771119/1009

ICP発光分析法

ICP発光分析法

ICP発光分析法

ICP発光分析法

ICP発光分析法

ICP発光分析法

ICP発光分析法
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分析試験成績害 第409080112-003号
2009年(平成21年)08月26日

依頼者有限会社メイゲン

検体名日本山人参(ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ）
財団法人

水食尿

■
■

本部〒151。東京

大阪

名古

九州

多摩
干餓

支所〒561.

腿支所〒､160.

支所〒812-

研究所〒206‐

研究所〒066‐

彩都研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目4番41号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

分析試験項ド１ 結果 検出限界 注 方法

ビタミンA(ﾚﾁﾉｰﾙ当般） 1,460“/lOOg
検出せずα－ｶﾛﾃﾝ ICO〃g/1００９ 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法β－ｶﾛﾃﾝ 17,500皿8/lOOg

ﾁｱﾐﾝ(ﾋﾞﾀﾐﾝＢｉ） 0.36mg/1009 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法Ｉ

リボフラピン(ﾋﾞﾀﾐﾝＢ２） 1.48mg/1009 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

微生物定量法ﾋﾞﾀﾐﾝBＧ 2.72mg/1009 ；

ﾋﾞﾀﾐﾝB1z q27JLLg/1009 微生物定量法４

総ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸(総ﾋﾞﾀﾐﾝC） 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法83mg/1009 ；

検Ⅱ}せず 0.7“/IOOg 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法ﾋﾞﾀﾐﾝ，

ビタミンD(ＩｌｉｌＩ際1M位）

ﾋﾞﾀﾐﾝE（α－ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ） I闘速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法22.0111月/1009

ﾌｨﾛｷﾉﾝ(ﾋﾞﾀﾐﾝK，） 商速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法2,270/18／1009
検Ⅱ'せず 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法ﾒﾅｷﾉﾝｰ4(ﾋﾞﾀﾐﾝＫ２） loIug/1009

葉酸 0.821119/1002 微生物定量法Ｉ

2.13mg/IOOg 微生物定量法ﾊﾟﾝﾄﾃﾝ酸 ７

‐:検出しなかったため,計算せず。

注１．α-ｶﾛﾃﾝ24/(:及びβ‐ｶﾛﾃﾝl2llIIをそれぞれﾚﾁﾉｰﾙulhtl/(；とした。

注2．ﾁｱﾐﾝＭ１酸Miとして．

注３．便HMli株:Saccllaromycescel･cvisiao(Suvarum）ＡＴＣＣ９０８０

注4．使用繭株:“cIobilcillus(I(､Ⅱ)ru('c1(Iisubsl)．lacIis(L､1(IicllmaIllIii）ＡＴＣＣ７８３０

注5．ﾋﾄﾞﾗﾂﾞﾝで瞬灘体化した後測定した。

注6．使用菌株:LacIobucillusrhamnosus<L､cl1s()i）ＡＴＣＣ７４６９

注7．使用菌株:Lac【obacillusplanlarumATCC8014

以上

本成績書を他に掲載するときは当センターの承鯉を受けて下さい。

恩…人日本食品ﾗﾗ析セソター

分析試験項’二１ 結果 検出限界 注 方法

ﾋﾞﾀﾐﾝA(ﾚﾁﾉｰﾙ当蹴）

α－ｶﾛﾃﾝ

β－ｶﾛﾃﾝ

ﾁｱﾐﾝ(ビタミンB】）

リボフラピン(上'ﾀﾐﾝＢ２）

ビタミンBG

ﾋﾞﾀﾐﾝBl2

総ｱｽｺﾙﾋﾞﾝ酸(総ﾋﾘﾐﾝC）

ビタミン，

ビタミンD(ｌｌｉＩ際11i位）

ﾋﾞﾀﾐﾝE(α－ﾄｺﾌｪﾛｰﾙ）

ﾌｨﾛｷﾉﾝ(ビタミンKＩ）

ﾒﾅｷﾉﾝｰ4(ﾋﾞﾀﾐﾝＫ２）

葉酸

ﾊﾟﾝﾄﾃﾝ酸

山160以:/1009
検出せず

17,500似8/1００９

0.36mg/1009

1.481Hg/1009

2.72mg/1009

0.27｣LL8/1009

83mg/1009

検１１}せず

22.0Ⅱ19/1009

2,270/18/1009

検１１}せず

0.821119/1009

2.13Ing/1009

ICOﾉ18/1009

0.7以:/1009

ＩＣノｌ８/1009

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

微生物定量法

微生物定量法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

,闘速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

繭速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

微生物定量法

微生物定量法
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分析試験成績害

節409080112-004号

2009年(平成21年)0Ｍ26[Ｉ

依頼者有限会社メイゲン

検体名日本111人参(ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ）
財[百r王人

水食尿
■■

■■

東京

大阪

名古

九州

多摩

千鰻

本拙〒151。 ｢52番1号

支所〒561. 1号

雌支所〒･'60. 5番１３号

支所〒812. 番12号

11審１０号研究所〒206‐

研究所〒066. 3番

彩郁研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目1番.11号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

分析試験項Ｆ１ 結果 検出限界 注 方法

17.4Ing/1009ﾅｲｱｼﾝ当１Kｔ ’

微生物定還法ﾅｲｱｼﾝ(ﾆｺﾁﾝ酸相当壁） 12.4mg/lOOg Ｉ

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法ﾄﾘﾌﾟﾄﾌｧﾝ 0.309/1009 ６

ﾅｲｱｼﾝ(ﾆｺﾁﾝ酸相当量)及び]/60ﾄﾘﾌﾟﾄﾌｧﾝの合;|･}1tをﾅｲｱｼﾝ当戯とした．■
■
■

１
１
８
【
叩
〆
』
ｎ
く
ゆ
｝

注
注
沈 使用菌株:LacIobacilluspIanlarumATCC

ﾅｲｱｼﾝ当景の算出に|擬し.測定価を用いた。

8０１１

以 卜

本成織書を他に掲裁するときは当センターの承認を受けて下さい。

似蕊へ日本食品分析セソター

分析試験項目 結果 検出限界 注 方法

ﾅｲｱｼﾝ当瞳

ﾅｲｱｼﾝ(ﾆｺﾁﾝ酸相当量）

ﾄﾘﾌﾟﾄﾌｧﾝ

17.411]g/'009

12.4mg/１００９

0.309/1009

微生物定量法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法
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分析試験成績書

第409080112-005号
2009年(平成21年)08月２６日

依頼者有限会社メイゲン

検体名日本山人参(ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ）
財団法人

本莨尿

■
■

東京

大阪

名古

九州

多鵬
千銭

本部〒１５１．

支所〒561‐

股支所〒’160‐

支所〒812‐

研究所〒206‐

研究所〒066-

彩郁研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目4番41号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

検出限界分析試験項１１ 結架 注 方法

ｱﾐﾉ酸

0.799/1009 ｱﾐﾉ酸自動分析法ｱルギニン

ｱﾐﾉ酸口動分析法ﾘジン 0.959/1009

ｱﾐﾉ酸自動分析法ﾋｽﾁｼﾞﾝ ｑ３９ｇ/1009

0.839/1009 ｱﾐﾉ酸自動分析法ﾌｪﾆﾙｱﾗﾆ〉

0.532/1002 ｱﾐﾉ酸自動分析法ﾁﾛｼﾝ

Ｌ２７ｇ/lOOg ｱﾐﾉ酸自動分析法ﾛｲｼﾝ

0.709/1002 ｱﾐﾉ酸自動分析法ｲｿﾛｲｼﾝ

0.309/1002 ｱﾐﾉ酸目ilUj分析法ﾒﾁｵﾆﾝ Ｉ

ｱﾐﾉ酸I当lIilj分析法パリン 0.919/1009

ＬＯ２ｇ/1002 ｱﾐﾉ酸1具１，１分析法ｱﾗﾆﾝ

ｸﾞリシン ｑ８４ｇ/１００９ ｱﾐﾉ酸自動分析法

プロﾘン ｱﾐﾉ酸自動分析法0.779/1009

ｱﾐﾉ酸自動分析法ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸 Ｌ９４ｇ/1009

ｱﾐﾉ酸自動分析法0.729/1009ｾﾘﾝ

0.769/1009 ｱﾐﾉ酸自動分析法ｽﾚｵﾆﾝ

ｱﾐﾉ酸目IIib分析法ｱｽﾊﾟﾗｷﾞﾝ酸 1.59191/1００９

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法ﾄﾘﾌﾟﾄﾌｧﾝ 0.309/1009

ｱﾐﾉ酸自動分析法0.249/loogｼｽﾁﾝ １

注Ｌ過ギ酸酸化処jql1後､塩酸力{1水分解しi１１ﾘ定した‘

以上

本成績書を他に蝿散するときは当センターの永躍を受けて下さい。

'j垂人日本食品ﾗﾗ折セソター

分析試験項「］ 結果 検出限界 注 方法

ｱﾐﾉ酸

ｱﾙｷ'ニン

リシ'ン

ﾋｽﾁﾂﾞﾝ

ﾌｪﾆﾙｱﾗﾆﾝ

ﾁﾛｼﾝ

ﾛｲｼﾝ

ｲｿﾛｲｼﾝ

ﾒﾁｵﾆﾝ

ﾊ,リン

ｱラ

グリシン

プロﾘン

ｸﾞﾙﾀﾐﾝ酸

ｾﾘﾝ

ｽﾚｵﾆﾝ

ｱｽﾊﾟﾗｷ,ﾝ酸

ﾄﾘﾌﾟﾄﾌｧﾝ

ｼｽﾁﾝ

0.799/1009

0.959/1009

0.399/1009

0.839/1009

0.539/l00g

L27g/1009

0.709/1009

0.309/1009

0.919/'009

1.029/1009

0849/1009

0.779/I00g

L94g/1009

0.729/1009

0.769/lOOg

L59g/1009

0.309/1009

0.2`19/1００９

ｱﾐﾉ酸日勤分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸目Iilj分析法

ｱﾐﾉ酸目、j分析法

ｱﾐﾉ酸目Iill分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

ｱﾐﾉ酸自動分析法

高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法

ｱﾐﾉ酸|÷1動分析法
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分析試験成績害
第409080112-006牙

2009年(平成21年)08月26ロ

依頼者有限会社メイゲン

検体名日本[l｣人参(ﾋｭｳｶﾞﾄｳｷ）
財団法人

本食品

日
薙
鏑
釧
傘

本部

支所

屋支所

支所
研究所

｢5２ HＨＦｊ〒１５１

〒564

〒460

〒８１２

〒206

〒０６６

1号

5将

瞬
胖

Ｉ
２

ilH

雛期鰯'0号千歳研究所

彩都研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目4番41号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

分析試験項目 結果 検出限界 沖 方法

ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰ)｝ 2.919/1002 FOLIN-CIOCALTEU法Ｉ

注1．依頼考指定の方法によった｡ただし､(+)-ｶﾃｷﾝ換算値、

以 卜

本成績書を他に掲載するときは当センターの承認を受けて下さい‘

財歴人日本貫昂分析セニノター

分析試験項目 結果 検出限界 注 方法

ﾎﾟﾘﾌｪﾉｰﾙ 2.919/1009 FOLIN-CIOCALTEU法
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彩都研究所〒567-0085大阪府茨木市彩都あさぎ7丁目4番41号

2009年(平成21年)08月07日当センターに提出された上記検体について分析試験した結果は次のとおりです。

分析試験結果

検出限界分析試験項Ⅲ 結果 注 方法

,闘速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法検出せずｸﾞﾘﾎｻｰﾄ ０．０１ｐｐｍ

以 上

木成績書を他に指戦するときは当センターの承認を受けて下さい。

`曄人日本食品がｉｆセソター

分析試験項｜］ 結果 検出限界 注 方法

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄ 検出せず 0.O１ｐｐｌＨ 高速液体ｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ法




